
２．教職フォーラムのご案内

～在学生と卒業生との座談会開催～
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卒業生の皆様におかれましては、 
ますますご健勝にてご活躍のことと 
存じます。 
平成 年３月に告示された新学習指

導要領におきましては、「何を学ぶか」という学習内容

と「どのように学ぶか」という学習方法の両方を重視

し、「主体的・対話的で深い学び」となるよう児童生徒

の学びの過程を質的により高めようとするものとなっ

ています。また、そこで育もうとする資質・能力を社

会と共有し、連携する「社会に開かれた教育課程」の

重視が謳われており、カリキュラム・マネジメントに

よる実効性のある教育活動の推進が求められています。

そうした状況のもと、教職課程で共通的に身に付け

るべき最低限の学修内容について検討することを目的

とする「教職課程コアカリキュラムの在り方に関する

検討会」の下に「教職課程の目標設定に関するワーキ

ンググループ」が設置され、教職課程の各科目に含め

ることが必要な事項として、その全体目標、一般目標、

到達目標等が示されました。本学におきましても、教

職課程において必要な改善を進めてまいったところで

す。 
今後は、そうした新たな教職課程で学んだ学生の多

くが、「教育実習」あるいは「教職実践演習」として、

卒業生諸氏が勤務されている学校等においてもお世話

になることと思います。大学の中だけでは十分に知る

ことのできない児童生徒や教師の真の姿、あるいは教

育上の課題等について実感を伴った深い学びが得られ

ることを心より期待するところです。 
教職課程教育センターといたしましても、卒業生の

皆様方と本学教職員・在学生の交流をより推進してま

いりたいと考えています。卒業生の皆様方には、今後

ともより一層のご支援ご協力賜りますことをお願い申

し上げまして、ご挨拶とさせていただきます。５５５

５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５１１１

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２３３３

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３４４４

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４５５５

５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５１１１

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２３３３

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３４４４

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４５５５

５５５５５５５５５５５１４４４４４４４４４４４４４

４

教職課程教育センターでは、学校教育の現状をテーマ

に「教職フォーラム」を以下の通り実施いたします。

昨年度は講演および卒業生からの報告に加え、全国で

教員として活躍しておられる 名の卒業生の皆様と在学

生の座談会を開催し、学校教育の未来について語り合い

ました。在学生は現職教員の生の声を聞くことで、学校

現場の実態や苦労、やりがいを知り、教職を目指す志を

更に高めることができました。一方、卒業生からは、「講

演に沢山の気付きがあり貴重な機会になった」「座談会で

は自身を振り返る良い機会になった」「また参加させてい

ただきたい」というご意見を数多くいただきました。

今年度は、京都弁護士会の小槻氏から弁護士の目線で

学校問題解決について講演いただきます。また、卒業生

の報告や、好評であった座談会を今年度も開催予定です。

ぜひご参加のうえ、日々の業務の一助としていただくと

ともに、卒業生同志の情報交換の場としてもご活用いた

だき、皆様から教員を目指す在学生へアドバイスをいた

だければ幸いに存じます。

１．日 時 平成 年 月 日 土 ～

２．場 所 本学 号館５階 教室

３．開催規模 約 名

４．内 容

①講演 テーマ「学校問題解決のために」

（講演者：小槻 浩史／京都弁護士会 弁護士）

②卒業生からの学校現場の状況報告

（報告者：岡棟 康太／神戸市立井吹台中学校 教諭）

③座談会

５．申込方法

月 日（木）までに必要

事項を記入のうえ、以下メー

ルアドレスへお申込みください。

▽必要事項：①氏名 ②卒業学部 ③勤務先・担当校種・

教科 ④電話番号 ⑤メールアドレス

▽メールアドレス：

京都産業大学 教職課程 News Letter 第６号
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柴原 弘志

１．教職課程ニュースレター第６号に寄せて
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現代社会学部

廣瀬 勝弘 教授

平素より、本学の教職課程に対し 
て、ご支援ご協力を賜りまして、 
ありがとうございます。現代社会 
学部運営委員の廣瀬勝弘と申します。 
現代社会学部は、平成 年度に新設されました。現代

社会学科と健康スポーツ社会学科の２学科で構成されて

おり、現代社会学科では中学校教諭一種免許状（社会）・

高等学校教諭一種免許状（公民）、健康スポーツ社会学科

では中学校・高等学校教諭一種免許状（保健体育）の取

得が可能となっています。今後、学年進行と共に、学生

たちが教育実習に出向くことになる予定です。私は、健

康スポーツ社会学科に所属し、主に教職科目・保健体育

科教育法、専門体育実技（器械運動）などの授業を担当、

学生らに教科体育の授業づくりに必要な要件について講

義・演習を行っています。具体的には、次の３つの目指 
 

４．本学の教職課程について

本学は、平成 年度に経営学部の改組、生命科学部を

新設します。これに伴い、当該学部学科の教職課程認定

を申請中です。また、教育職員免許法及び同施行規則の

改正による平成 年度新教職課程の開始に伴い、既存学

部学科の再課程認定を申請しています。両申請が認可さ

れれば、平成 年度入学生は、右表の教員免許状が本学

で取得可能となります。
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す教師像「運動ができる喜びを伝えられる教師」「保健体

育の授業について〈確かな準備〉を行い〈安全〉に実施

ができる教師」「生徒に尊敬される人間力を備え持つ教師」

の実現に向け、授業内容の構成を進めているところです。 
また、平成 年度からは、教員免許状更新講習を担当

させていただき、現職の先生方と共に研鑽の機会を得て

います。担当科目である「幼児期からの児童期における

運動遊び」「学校体育におけるタグラグビーの指導法」で

は、実技演習を含みながら、動きやゲームの質を高める

ための観察評価の視点

提示などを行っていま

す。現職の先生方の声を

聞く貴重な機会である

ため、今後も継続して講

習担当ができればと考

えます。 
最後になりましたが、皆様方の益々のご健勝とご活躍

を願っております。 

【本学で取得できる教員免許状の種類・教科】 
（平成 年度入学生） 

５．教員採用試験合格状況

過去３年間の教員採用試験合格状況は次のとおりです。

※1 ドイツ語・フランス語・中国語の教員免許状は、当該言語を 
専攻している場合に限ります。 
 

※2 平成 年 月 日現在、（通常）課程認定申請中。ただし、 
文部科学省における審査の結果、予定している教職課程の開設時期 
が変更となる可能性があります。 
 

※3 平成 年 月 日現在、（再）課程認定申請中。ただし、文部科学省における審査の結果、予定している教職課程の開設時期が変更と

なる可能性があります。 

３．教職課程教育センター運営委員便り

学部 学科 中学校教諭一種免 高等学校教諭一種免

経済※3 経済 社会 地理歴史・公民・商業

経営※2 マネジメント － 商業
法律 社会 公民

法政策 社会 公民

現代社会 社会 公民

健康スポーツ社会 保健体育 保健体育

英語 英語 英語

ヨーロッパ言語※1 英語・ドイツ語・フランス語 英語・ドイツ語・フランス語

アジア言語※1 英語・中国語 英語・中国語
京都文化 社会 地理歴史

国際文化 英語 英語
数理科 数学 数学・情報

物理科 数学・理科 数学・理科

宇宙物理・気象 理科 理科

先端生命科 理科 理科

産業生命科 理科 理科
生命科※2

現代社会※3

法※3

外国語※3

文化※3

理※3
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掛川市立西中学校

齋藤 一真 教諭 

私は地元の静岡県で中学校

の教師になって４年目になり

ます。今は２回目の２年生の担

任、社会の授業を５クラス、生

徒会担当、野球部の顧問をしています。現在は２校目で

すが、最初に母校の中学校から自分自身の教師人生をス

タートし、現在も充実した毎日を送っています。

この仕事のやりがいは、生徒たちのために行動をした

ことは、必ずいつか返ってくるということです。生徒た

ちのために担任として、部活顧問として何ができるのか。

それを考え、試行錯誤する日々です。上手くいくことは

まだまだ少ないですが、生徒の成長を一番近くでみるこ

とのできる、それがこの仕事の醍醐味だと思います。

そして、人との出会いを大切にしてください。自分自

身が教師になろうと思ったのも素敵な出会いがあったか

らでした。人との出会いを大切にしていれば必ず周りの

人たちが助けてくれます。ぜひ、出会いを大切にしてく

ださい。

最後に、夢を叶えるために全力で今を大切にしてくだ

さい。これから教師を目指す学生の方々には、今、学生

のうちでしかできないことがたくさんあると思います。

時間を大切にしながら、勉強、部活動、サークル活動、

アルバイト、ボランティア、旅行など、たくさんのこと

に挑戦をして、成長のチャン

スにしてください。たくさん

の経験は必ず教師としての魅

力になるはずです。全力で頑

張ってください。

５５５５５５５５５５５５５５５５５５５１４４４４

４４４４４４４４４４４４４４４５５５５５

１

大津市立青山中学校

谷本 有希 教諭

平成 年３月に外国語学

部国際関係学科を卒業し、４

月から滋賀県の公立中学校

で勤務しています。中学校１

年生の担任で、４クラスの英語を担当しています。部活

動はバドミントン部を担当しています。生徒自身が、練

習内容の目的や仲間と協力する大切さに気づくために

はどうすれば良いかを、顧問の先生方のお力を借りなが

ら考えています。中高大と経験していたバドミントンで

すが、指導の立場に立つという責任の大きさを感じてい

ます。

まだまだ未熟ですが、生徒から「そういうことか！な

るほど！」という声を聞けた時には、何とも言い難い嬉

しさがあります。日々の何気ない出来事を教えてくれる

事も私の原動力になっています。授業づくりや学級経営

で最も重要な点は、「生徒が卒業する時にどんな姿にな

ってほしいか、どんな力を付けてほしいかを考えること」

と、同僚の先生から教えていただきました。これは私自

身の課題であると共に、教育実習や教員採用試験を控え

ている皆さんにもこの点を大切にしてもらいたいなと

思います。

大学生のうちに、出来るだけ多くの子ども達と関わる

ことも大切ではないでしょうか。どの様な声掛けをした

ら良いのか、引き出しを増やすことは必ず役に立つと思

います。

教職に携わるということは、大変な部分もあります。

しかし、生徒が成長していく姿を身近に感じ、彼らの笑

顔から沢山のエネルギーを貰えます。夢の実現に向けて

目的意識を持ち、共に精進しましょう。

開講講座 参加人数 開講講座 参加人数

【必修】教育の最新事情 【選択】法学のエッセンス

【選択必修】『特別の教科 道徳』における授業づくりと

評価（「評価」演習含む）

【選択】脳科学や動機づけ理論を参考にした学び

を活性化させる英語指導

【選択必修】「先手の生徒指導」個々と組織の対応について 【選択】幼児期から児童期における運動遊び

【選択必修】「学校内の組織運営」～組織の目標設定と意

欲に着目して～

【選択】生徒に興味を持たせる授業研究

【選択】学校体育におけるタグラグビーの指導法

【選択】小中高を通した算数・数学における、主体的、対話

的で深い学びを考える～講義、ディスカッション、演習～

【選択】経済学の世界

参加人数合計 人 ※延べ人数

教職課程認定を受けている大学としての社会的責任を果たすため、平成 年度も教育と研究の蓄積を活かした教

員免許状更新講習を実施いたしました。次年度も教員免許状更新講習を開講する予定です。ぜひご活用ください。 

＜実施期間：平成 年７月 日（水）～平成 年８月８日（水）＞

６．卒業生教員の声

７．平成 年度教員免許状更新講習実施報告
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経済学部経済学科

大廣 誠

私は、社会人の硬式野球チーム

に所属しながら、ボランティア団

体や小学校のスクールサポータ

ーで活動を行ってきました。４年

間勉学に野球にボランティアに情熱を注いできました。

これらの経験を活かし、教育実習では生徒達に何か残

すことができるように努めてきました。授業では２年生

の社会科を、部活動では野球部を担当しました。この３

週間を通じて感じたことがあります。

それは、「授業は生徒と作っていくものであること」

です。一見すると、教師が作ってきた授業を生徒に教授

していくものと思われがちですが実際は違います。授業

を行い感じたことは、教師一人では授業は成り立たず、

生徒のアクションや様子等から次に話す内容も変わって

きます。授業経験のない私にとっては進行していくだけ

で精一杯でした。そんな中、担当教官の先生に「生徒と

対話する感じで授業してみたらどうか」と声掛けを頂き、

そこから自然に授業の形が変化したように思えます。昨

今では「主体的・対話的で深い学び」が授業の中に組み

込まれていることが大切になってきています。生徒と話

す形にしてから少しではありますが、生徒も楽しそうな

顔をして授業を受けてくれていました。授業は一方的に

話すものではいけないと身をもって感じることができ、

その後は生徒と本当に楽しく授業ができたと思っていま

す。

教師になっていく中で児童生徒と触れ合いながら授業

ができるように今後も努めようと思います。

〇平成 年度教育実習生数
５５

※科目等履修生を含む

教職課程教育センターでは、学術の振興に寄与するこ

とを目的とし、毎年３月に『京都産業大学教職研究紀要』

を刊行しております。

本学をご卒業された現職教員または教育関係にお勤め

の皆様もご投稿いただくことが可能です。皆様からの積

極的なご投稿をお待ちしております。

＜投稿要領＞

１．投稿種別 実践記録

２．原 稿 量 字詰め原稿用紙 枚以内

３．投稿内容

原則、教職課程における教職および教科に関するもの

未発表のもの

図版や統計資料を掲載する場合は、指定の原稿枚数

に含めること

４．投稿方法

原則、 で作成し、記録媒体（ 等）を添えて、 
当該年度の 月末までに教職課程教育センターまで提出

してください。（原稿には、邦文および英文のタイトルと

要旨を添付すること。）

５．特記事項

本論集に掲載された実践記録の著作権は、京都産業大

学に帰属する

投稿には個人情報保護法および人権上の問題が生じ

ないよう配慮のこと

※研究紀要のバックナンバーについては、本学の「学術

リポジトリ」にて閲覧可能です。

教育分野でご活躍されている卒業生の皆様対象の

ページを開設しております。ぜひともご活用ください。

（主な発信内容）

・イベント情報 ・証明書の申請方法 ・教員免許状更新

講習の案内 ・教職ネットワーク登録について ・教職研

究紀要の投稿案内 等

＜発行＞
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＜お問い合わせ先＞

京都産業大学 教職課程教育センター

〒 京都市北区上賀茂本山

学部
教育実習生数

（ ）は昨年度数

経済 （ ）

経営 （ ）

法 （ ）

外国語 （ ）

文化 （ ）

理 （ ）

コンピュータ理工 （ ）

総合生命科 （ ）

合計 （ ）

８．平成 年度教育実習について ９．教職研究紀要投稿のご案内

． ページのご案内


